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臨床

包括的な歯周病治療（ケア）の提供による社会貢献

教育
高度な臨床・研究力を備えた歯周病専門医および

歯科界のリーダーたる人材の育成

研究

新たな歯周病予防と治療につながる基礎・臨床研究の推進



月 火 水 木 金 日土
9:00

★ 診療は，水道橋病院保存科で行う。

★ 毎週木曜日に講座会（論文抄読会・外部の先生の講演会）を行う。
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検査， 診断
↓

予後の判定， 治療計画の立案
↓

歯周基本治療
↓

再評価

歯周外科治療
↓

再評価
↓

口腔機能回復治療
↓

再評価
↓

SPT， メインテナンス



咬
合

55歳男性

細菌因子

宿主因子環境因子

歯周炎のリスクファクター

破
壊

✓原因は？



62歳男性

✓再生は可能か？

ティッシュエンジニアリング

幹細胞

シグナル
分子

足場



<結合組織移植術>

<EMDを使用した再生療法>

<骨補填材 (異種骨) とコラーゲン膜による再生療法>



Apically repositioned flap 
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Periodontal Surgery 

(Robicsek， 1884)

(Melcher AH et al. J Periodontol 1976) 

Melcher’s concept in periodontal regeneration 

(1976)

Bone Graft

(1923)

(Hegedüs Z. Dent Cosmos 1923) 

Guided Tissue 
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(1982)

Enamel Matrix 
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(1997)

Bone Graft

(Nyman S et al. J Clin Periodontol 1982)

(Hammarstrom L et al. J Clin Periodontol 1997)

(Heiji L et al. J Clin Periodontol 1997)

(Frideman N. J Periodontol 1962)

(Irving B et al. J Periodontol 1965)
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ランダム化比較試験によるrhFGF-2製剤と脱タンパクウシ骨ミネラル

を併用した歯周組織再生療法の効果の検討

(Aoki H et al. J Clin Periodontol 2021)

• 術後6ヵ月の臨床成績

• 術後2年の臨床成績
(Saito A et al. J Clin Periodontol 2019)

Baseline

2-year 

follow-up



Apically repositioned flap 

(1962)

(Frideman N. J Periodontol 1962)

PRESENT

Periodontal Surgery 

(Robicsek， 1884)

(Irving B et al. J Periodontol 1965)

(Melcher AH et al. J Periodontol 1976) 

Melcher’s concept in periodontal regeneration 

(1976)

Bone Graft

(1923)
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口腔内写真
撮影実習

歯周外科実習

シャープニング
実習

講義



二階堂雅彦 臨床教授 片山明彦 臨床准教授

1981

東京歯科大学卒業

1994-97

タフツ大学歯学部歯周病学大学院留学

2006-

東京歯科大学水道橋病院臨床教授

1999

東京歯科大学卒業

2001

東京歯科大学歯周病学講座大学院

2015

東京歯科大学水道橋病院臨床講師

2021-

東京歯科大学水道橋病院臨床准教授

https://www.yurakucho.or.jp/http://www.perio.ne.jp/

• アメリカ歯周治療専門医

• アメリカ歯周病学ボード認定医

• 日本臨床歯周病学会 指導医

• 日本歯周病学会 専門医・指導医

• 日本口腔インプラント学会 専門医

• 日本臨床歯周病学会 認定医

• 厚労省歯科医師臨床研修指導医



and more…

閔成弘 先生

呂宗彦 先生

Teresa Chanting Sun 先生

慶應義塾大学医学部 とも連携し，
開催しております！

佐々木猛 先生

George Hajishengallis 先生

西村 英紀 先生瀧野裕行 先生



認定医取得条件

1. 3年以上継続して学会会員であること。

2. 学会が認めた研修施設に3年以上所属し、歯周病学に関する研修と

臨床経験を有すること。

3. 学会学術大会における認定医・専門医教育講演を2回以上受講して

いること。

4. 認定医試験に合格した者。
日本歯周病学会 認定医制度規則

歯周病専門医は， 専門性の
広告が可能 ! （厚労省）



講座研究

新たな歯周組織
再生療法の開発

歯周病原細菌による
歯周炎発症メカニズムの解明

微生物学講座

iPS細胞を用いた
骨分化メカニズムの解明

生化学講座

今村 健太郎

喜田大智

吉川幸輝

山下 慶子

北村 友里恵

中根 咲

久永 理央

江澤 明穂

青木栄人

中村 彩乃

勢島 典

備前島崇浩

松上 大亮

村上 侑

宮田 直樹

石原 和幸 教授 東 俊文 教授 齋藤 淳 教授

大学院生



が歯周炎による歯槽骨吸収に及ぼす影響

(Yoshikawa K et al. Pathog Dis 2018)

P.g + T.d P.g + T.d + r-Hgp446

✓ Treponema denticola に付着に関与する の特定領域の同定

CTLA-4-Ig (-) CTLA-4-Ig (+)

non-

ligature

ligature

RANKL

RANKL

+

CTLA-4-Ig

300 µg/ml

(Nakane S et al. J Periodontal Res 2021)



(Hisanaga Y et al. J Periodontal Res 2018)

の骨芽細胞分化における と

の併用効果

(Sato M et al. J Periodontal Res 2020)

の骨芽細胞分化における の間歇投与の効果
OBM PTH-COBM PTH-C PTH-IPTH-I

Day 7

Day 14



応用がラットの歯周組織治癒に及ぼす影響

(Matsugami D et al. J Periodontal Res 2020)

と の併用が

歯周組織治癒に及ぼす影響

Unfilled RADA16 PRG PDS

(Murakami T et al. Biomolecules 2021)

Unfilled FGF-2

DBBM FGF-2+DBBM

RADA16 PRG PDS

DBBM FGF-2+DBBM



日本歯周病学会
AAP

アメリカ歯周病学会
IADR EFP EuroPerio




